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か
な
り
汎
用
性
の
高
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
「
た
」

現
代
語
助
動
詞

「た」
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一
、
論
点

本
論
は
、
現
代
語
助
動
調
「
た
」
を
テ
ン
ス
（
過
去
）
、
お
よ

の
観
点
で
は
な
く
、
物
事
の
成
り

ぴ
、
ア
ス
ペ
ク
ト
（
完
了
）

行
き
が
変
化
す
る
こ
と
を
広
範
囲
に
わ
た
り
表
示
す
る
、
簡
潔

に
言
え
ば
、
事
態
変
化
を
マ
ー
ク
す
る
、
と
見
る
立
場
か
ら
論

ず
る
。古

典
語
で
は
、
概
ね
「
き
・
け
り
」
が
過
去
、
「
た
り
・
り

つ
・
ぬ
」
が
完
了
の
助
動
調
と
さ
れ
る
が
、
現
代
語
で
は
、

「
た
」
が
そ
れ
ら
の
過
去
・
完
了
を
集
約
し
て
担
う
。
そ
の
こ

と
は
、
現
代
語
「
た
」
が
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
面
に
関
し
、
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の
原
理

半

藤

英

明

は
、
古
典
語
「
た
り
」
か
ら
「
転
じ
た
五
巴
と
さ
れ
る
（
明
治

書
院
『
日
本
語
文
法
大
辞
典
」
、
山
口
明
穂
執
筆
）
が
、
「
た
り
」

の
用
法
よ
り
も
多
様
化
し
て
お
り
、
も
は
や
古
典
語
「
た
り
」

の
分
析
と
は
切
り
離
す
形
で
論
ず
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
る
。

テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
「
た
」
の
意
味
用
法
と
し
て
は
、

概
ね
、
過
去
、
経
験
、
完
了
が
指
摘
さ
れ
、
他
に
属
性
所
有

（
「
似
た
顔
立
ち
」
「
と
が
っ
た
塔
」
の
類
）
も
指
摘
さ
れ
る

（
学
燈
杜
「
抗
日
…
融
助
詞
助
動
詞
詳
説
』
、
田
中
章
夫
執
筆
）
。

が
、
次
の
よ
う
な
例
は
、
そ
れ
ら
か
ら
外
れ
る
。

1 

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

2 

ア
ル
バ
イ
ト
の
目
だ
っ
た
。

早
く
行
っ
た
、
行
っ
た
。

あ
す
は
、

3 
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る
。
本
論
の
見
方
で
は
、
「
た
」
に
見
ら
れ
る
多
数
の
意
味
用

」
れ
ら
は
、

い
ず
れ
も
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
！
」
「
あ

す
は
、

ア
ル
バ
イ
ト
の
日
だ
！
」
「
早
く
行
け
、
行
け
」
と
ほ

ぽ
同
義
で
あ
り
、

テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
も
の
と
し
て
は
容

易
に
理
解
し
得
な
い
。
こ
の
よ
う
に
発
話
時
の
認
識
に
当
た
る

「
た
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
l

「
発
見
」
、

2
「
想
起
」
、

3
「
命
令
」

を
表
現
す
る
ム
l
ド
の
「
た
」
と
呼
ば
れ
説
。
ま
た
、
次
例
は

英明：現代語助動調「たJの原理

「
後
悔
」
の
「
た
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
強
調
」
の

役
割
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
石
。

4 

や
っ
て
し
ま
っ
た
。
（
血
を
割
っ
た
際
に
）

こ
れ
ら
の
ム
l
ド
と
し
て
の
意
味
用
法
が
、
過
去
や
完
了
を

マ
ー
ク
す
る
こ
と
と
如
何
に
連
関
す
る
の
か
、
と
い
う
点
は
問

題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
円
。
し
か
も
、
例
文
4
「
や
っ
て

し
ま
っ
た
」
（
H
「
ゃ
っ
ち
ゃ
っ
た
」
）
で
言
え
ば
、
例
え
ば
、
こ

半藤

れ
が
宝
く
じ
を
当
て
た
場
面
な
ら
ば
「
驚
き
」
（
ま
た
は
「
喜

び
」
）
の
意
味
に
な
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
、
文
脈
に
よ
っ
て

意
味
用
法
が
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
ム
ー
ド
の
「
た
」

に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
原
理
が
存
在
す
る
と
も
考
え
ら
れ

法
は
、
「
た
」
が
構
文
に
も
た
ら
す
原
理
的
な
働
き
を
反
映
し

た
結
果
に
基
づ
い
て
い
る
。

二
、
仮
説

有
精
堂
「
日
本
文
法
事
典
』
に
は
、
テ
ン
ス

（
①
）
と
ア
ス

ベ
ク
ト
（
②
）
が
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

①
日
本
語
に
お
け
る
時
制
と
は
、
動
作
や
作
用
が
発
話
者

や
認
定
者
と
ど
の
よ
う
な
時
間
的
な
関
係
に
あ
る
か
を

表
現
し
分
け
る
、
述
語
の
、
特
に
動
詞
の
、
形
態
的
な

あ
り
か
た
だ
、
と
い
え
よ
う
。
時
制
は
、
形
態
的
な
問

題
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
意
味
論
的
な
問
題
で
も
あ

る

（
附
頁
、
仁
田
義
雄
執
筆
）

②
動
調
の
表
す
動
作
・
作
用
の
全
過
程
の
ど
の
部
分
に
焦

点
を
置
い
て
、
動
作
・
作
用
を
把
握
・
表
現
す
る
か
の

違
い
を
「
相
（
ア
ス
ペ
ク
ト
）
」
と
言
う
。
し
た
が
っ

て
、
相
は
、
動
詞
の
文
法
的
な
意
味
の
一
種
で
あ
り
、

日
本
語
で
は
、
動
調
に
補
助
動
詞
が
接
合
す
る
と
い
う

複
合
動
詞
化
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。



2008 

該
の
出
来
事
が
『
発
話
時
の
前
後
を
含
む
一
定
の
区
間
内
の
ど

（
山
頁
、
仁
田
義
雄
執
筆
）

つ
ま
り
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
「
た
」
は
、
意
味
内
容

に
時
間
的
経
過
が
潜
在
的
に
関
わ
る
動
作
・
作
用
の
動
詞
（
H

第14巻

「
動
作
動
詞
」
。
便
宜
上
、
「
消
え
る
」
「
死
ぬ
」
の
よ
う
な
「
瞬

間
動
詞
」
を
含
め
る
）
と
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
は
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簡
単
な
文
例
で
辿
る
。

5 

昨
日
、
雨
が
降
っ
た
。
（
テ
ン
ス
の
範
曙
）

6 

や
っ
と
立
っ
た
。
（
ア
ス
ペ
ク
ト
の
範
障
）

一
般
に
、
例
文
5
は
、
過
去
（
昨
日
）
に
は
「
降
っ
て
い
る
」

が
、
発
話
時
に
於
い
て
は
「
降
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
意
味
的

感
受
が
為
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
過
去
と
発
話
時
と
で

の
事
態
変
化
を
認
識
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

6
で

は
、
そ
れ
ま
で
の
「
立
っ
て
い
な
い
」
状
態
が
「
立
つ
」
状
態

に
変
化
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
井
上
優
（
二
0
0
こ
に

よ
れ
ば
、
「
『
（
モ
ウ
）
シ
タ
」
に
お
け
る
『
発
話
時
ま
で
に
出

来
事
が
実
現
済
み
で
あ
る
』
と
い
う
意
味
は
、
「
シ
タ
』
と
い

う
言
語
形
式
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
意
味
と
い
う
よ
り
は
、
／
当
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こ
で
実
現
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
』
と
い
う
属
性
を
有
す
る
。

／
と
い
う
こ
と
か
ら
生
ず
る
付
随
的
な
意
味
で
あ
る
」
（
凶
頁
）

と
さ
れ
る
が
、
結
果
と
し
て
事
態
変
化
が
生
ず
る
こ
と
は
重
視

さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

状
態
を
表
す
動
調
（
日
「
状
態
動
詞
」
。
便
宜
上
、
「
釜
え
る
」

の
よ
う
な
「
特
殊
動
調
」
を
含
む
）
や
形
容
詞
に

「
優
れ
る
」

付
く
「
た
」
に
も
、
同
様
の
指
摘
が
可
能
で
あ
る
。

7 

か
つ
て
、
そ
こ
に
机
が
あ
っ
た
。
（
テ
ン
ス
の
範
時
）

8 

よ
う
や
く
模
型
が
で
き
た
。
（
ア
ス
ペ
ク
ト
の
範
鴫
）

昔
、
若
か
っ
た
。
（
テ
ン
ス
の
範
曙
）

9 10 

今
ま
で
白
か
っ
た
。
（
ア
ス
ペ
ク
ト
の
範
時
）

例
文
7
で
は
、
過
去
（
か
つ
て
）
に
は
「
あ
る
」
が
、
発
話

時
に
は
「
な
い
」
と
い
う
意
味
的
理
解
が
さ
れ
、

8
は
、
発
話

時
ま
で
は
「
で
き
て
い
な
い
」
も
の
が
発
話
時
に
は
「
で
き
て

い
る
」
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
も
、
発
話
時
ま
で
に

事
態
変
化
が
あ
る
。
ま
た
、

9
は
、
過
去
（
昔
）
は
「
若
い
」

が
、
発
話
時
に
は
「
若
く
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
叩
で

は
、
そ
れ
ま
で
の
「
白
い
」
状
態
が
「
白
く
な
い
」
状
態
に
変
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に
非
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
学
校
」
と
い
う
モ
ノ
名
詞
が
時
間

化
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
も
、
結
果

と
し
て
事
態
変
化
が
生
じ
た
こ
と
を
表
し
て
い
記
。

一
方
、
名
調
述
語
文
で
の
「
た
」
は
、
名
詞
の
意
味
内
容
と

関
わ
る
形
で
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
が
現
れ
る
。

11 

昨
日
、
氷
だ
っ
た
o

（
テ
ン
ス
の
範
時
）

英明：現代語助動調「たjの原理

12 

今
ま
で
氷
だ
っ
た
。
（
ア
ス
ペ
ク
ト
の
範
曙
）

「
氷
」
は
「
水
」

へ
と
変
化
す
る
性
質
の
も
の
で
も
あ
る
た

め
、
時
間
的
経
過
が
意
味
を
持
つ
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

モ
ノ
名
調
で
は
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
「
た
」
が
現
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

ア
ス
ペ
ク
ト

の
「
た
」
は
現
れ
に
く
い
。

昔
、
学
校
だ
っ
た
。
（
テ
ン
ス
の
範
曙
）

13 
＊ 
14 

さ
つ
き
ま
で
学
校
だ
っ
た
。
（
ア
ス
ペ
ク
ト
の
範
鴫
）

半藤

例
文
日
は
、
過
去
（
昔
）
に
は
「
学
校
で
あ
る
」
が
、
発
話

時
に
は
「
学
校
で
な
い
」
と
い
う
意
味
的
理
解
が
さ
れ
る
文
で

あ
る
が
、

H
は
、
通
常
で
は
「
さ
つ
き
ま
で
学
校
だ
っ
た
も
の

が
急
に
学
校
で
な
く
な
る
」
の
よ
う
な
理
解
と
な
り
、
常
識
的

的
経
過
と
の
連
関
を
薄
く
し
て
い
る
こ
と
に
関
係
し
よ
う
。

コ
ト
名
調
に
も
言
え
る
。

同
様
の
こ
と
は
、

15 

昨
日
の
練
習
は
、
き
つ
い
運
動
だ
っ
た
。
（
テ
ン
ス

の
範
曙
）

16 

今
の
練
習
は
、
き
つ
い
運
動
だ
っ
た
。
（
ア
ス
ベ
ク

ト
の
範
曙
）

「
運
動
」
に
は
動
作
性
が
あ
り
、
し
か
も
「
運
動
」
は
、
時

間
的
捉
え
方
（
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
）
が
可
能
な
コ
ト
名
調
で

あ
る
た
め
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
「
た
」
が
現
れ
る
。
－
V

か
し
、
次
掲
の
よ
う
に
時
間
的
捉
え
方
が
必
然
と
し
て
要
請
さ

れ
な
い
コ
ト
名
詞
で
は
、

ア
ス
ペ
ク
ト
の
「
た
」
は
現
れ
に
く

し、。

17 

あ
の
パ
ス
の
運
行
経
路
は
、
昨
日
ま
で
循
環
だ
っ
た
。

（
テ
ン
ス
の
範
轄
）

＊ 
18 

あ
の
パ
ス
の
運
行
経
路
は
、
さ
つ
き
ま
で
循
環
だ
っ

た
。
（
ア
ス
ペ
ク
ト
の
範
時
）

例
文
げ
は
、
発
話
時
に
は
「
循
環
で
な
い
」
と
い
う
意
味
の

文
と
な
る
が
、
循
環
か
ら
非
循
環
へ
の
短
時
間
で
の
移
行
が
想
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化
を
象
徴
的
に
担
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
に
立
つ
。
森
山
卓
郎

定
さ
れ
に
く
い
時
の
発
話
は
、
極
め
て
限
ら
れ
た
場
面
の
も
の

で
、
通
常
で
は
非
文
で
あ
る
。
即
ち
「
循
環
」
と
い
う
コ
ト
名

調
も
、
時
間
的
経
過
と
の
連
関
が
薄
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

第14巻

れ
る
。」

れ
ら
の
こ
と
は
、

テ
ン
ス
が
発
話
者
の
認
識
に
基
づ
く
も
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の
で
あ
り
、
上
接
語
の
意
味
内
容
と
は
直
接
に
関
係
せ
ず
、
且

っ
、
文
に
対
し
て
は
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

ア
ス

ペ
ク
ト
が
上
接
語
の
意
味
内
容
に
頗
る
関
係
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
。

但
し
、
上
記
の
名
調
述
語
文
い
ず
れ
に
も
、
文
意
情
報
に
事

態
変
化
が
生
ず
る
こ
と
は
見
て
取
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
文

日
・
ロ
は
、
発
話
時
に
は
「
氷
で
な
い
」
の
で
あ
り
、
と
も
に

事
態
変
化
が
あ
る
。
例
文
日
－

M
も
、
と
も
に
発
話
時
に
は

「
き
つ
い
運
動
」

の
事
態
に
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
従

来
、
ア
ス
ペ
ク
ト
の
問
題
と
し
て
、
（
動
認
に
於
け
る
）
動
作

の
結
末
や
変
化
し
た
後
の
結
果
の
問
題
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
論
は
「
た
」
そ
の
も
の
が
事
態
変

150(5) 

（二
0
0
0
）
に
は
、
状
態
動
調
や
テ
イ
ル
表
現
な
ど
の
状
態

的
な
述
語
が
名
調
を
修
飾
す
る
場
合
は
ル
形
と
タ
形
の
両
方
を

使
え
る
こ
と
が
あ
る
が
、

「
変
化
の
な
い
性
質
を
言
う
場
合

（
性
質
を
一
般
的
に
述
べ
る
場
合
）
に
は
、
タ
形
に
は
せ
ず
」
、

「
そ
の
性
質
が
変
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
表
す
場
合

や
特
定
の
場
面
を
回
想
す
る
よ
う
な
場
合
（
い
ず
れ
も
、
時
間

の
流
れ
を
意
識
す
る
場
合
）
に
は
タ
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
即
頁
）
と
の
指
摘
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
次
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
知
何
に
扱
う

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

19 

ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
i
ト
の
時
の
「
特
別
検
察
官
」
の
こ

と
が
念
頭
に
あ
り
、
こ
の
場
合
、
だ
れ
が
適
当
か
に
つ

い
て
も
私
は
腹
案
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
名
ま
で
は

言
わ
な
か
っ
た
。
（
筑
紫
哲
也
『
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
」
）

そ
れ
ぞ
れ
の
「
た
」
は
、
発
話
時
か
ら
見
て
一
定
の
過
去
の

事
態
を
表
し
て
お
り
、

テ
ン
ス
の
範
曙
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
が
、
そ
の
文
意
か
ら
「
今
は
腹
案
を
持
っ
て
い
な
い
」

「
今
は
そ
の
名
ま
で
を
言
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
ま
で
は
感
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て
い
る
と
い
う
意
味
の
事
態
変
化
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

受
さ
れ
な
い
。
寧
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
「
今
で
も
腹
案
を
持
つ

て
い
る
」
「
今
も
言
っ
て
い
な
い
」
の
解
釈
が
浮
上
す
る
こ
と

を
否
定
し
に
く
い
。
そ
の
よ
う
な
理
解
の
場
令
、
事
態
変
化
は

生
じ
て
い
な
い
と
の
反
論
が
考
え
ら
れ
る
。

山
口
明
穂
（
二
0
0
0
）
は
、
「
『
た
」
は
事
態
の
実
現
を
話

英明：現代語助動詞「たjの原理

し
手
が
確
認
し
た
こ
と
を
表
す
語
で
あ
る
」
（
加
頁
）
と
括
つ

て
お
り
、
上
記
日
の
「
た
」
は
、
そ
の
よ
う
な
理
解
に
収
ま
る

の
で
は
あ
る
が
、
「
た
」
が
事
態
変
化
を
マ
ー
ク
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
す
れ
ば
、
過
去
に
は
「
腹
案
を
持
っ
て
」
お
り
、

「
そ
の
名
ま
で
は
言
わ
な
い
」
事
態
で
あ
っ
た
が
、
発
話
時
は

「
腹
案
を
持
っ
て
い
る
」
こ
と
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
態
で
は
な
く
な
っ
た
し
、
「
そ
の
名
」
を
言
っ
て
も
よ
い
事

態
に
変
化
し
て
い
る
、
と
い
う
意
味
に
於
い
て
別
の
事
態
と
な
っ

半藤

て
お
り
、
そ
の
点
で
の
事
態
変
化
が
あ
る
、
と
見
る
。
例
え
ば

「
事
件
が
あ
っ
た
」
は
「
今
は
事
件
が
な
い
」
や
「
今
は
事
件

で
は
な
い
」
と
い
う
事
態
変
化
で
は
な
く
、
既
に
過
去
と
な
っ

た
事
態
に
対
し
、
発
話
時
に
は
発
話
時
と
し
て
別
の
事
態
に
な
っ

る
。
「
昨
日
、
歯
が
折
れ
た
」
で
は
、
現
状
も
折
れ
た
状
態
で

あ
る
と
し
て
も
、
「
歯
が
折
れ
た
」
事
態
は
過
去
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
時
か
ら
す
れ
ば
、
発
話
時
は
も
は
や
別
の
事
態
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
「
た
」
は
、

過
去
の
事
態
を
示
し
つ
つ
現
状
を
暗
示
し
、
ま
た
、
過
去
の
事

態
か
ら
す
れ
ば
新
た
な
事
態
の
発
生
を
示
す
の
で
あ
り
、
そ
の

聞
の
事
態
変
化
の
内
容
は
、
ほ
ほ
特
定
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
の
よ
う
に
過
去
の
事
態
と
発
話
時
の
事
態
と
を
相
対
化

し
、
そ
こ
に
変
化
の
認
識
が
あ
る
こ
と
を
表
す
も
の
と
し
て
、

漠
然
と
し
た
事
態
変
化
の
認
識
、
即
ち
、
事
態
変
化
と
し
て
特

定
の
内
容
を
想
定
し
な
い
も
の
を
も
担
う
こ
と
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。そ

こ
で
、
ま
ず
こ
こ
に
、
現
代
語
の
「
た
」
は
、
文
意
情
報

上
、
事
態
変
化
を
マ
ー
ク
す
る
と
の
仮
説
を
立
て
る
こ
と
に
す

る
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（

b
）お

第14巻

三
、
実
例

に
、
動
詞
述
語
文
（

a
）
、
形
容
詞
述
語
文
（
b
）
、
名
詞
述
語

前
節
で
の
仮
説
を
、
実
例
に
よ
り
確
認
し
て
み
た
い
。
以
下

文（
C
〉
に
分
け
て
、
小
説
、
評
論
か
ら
の
実
例
を
挙
げ
る
（
梅
H

梅
崎
春
生
『
鏡
』
、
筑
H
筑
紫
哲
也
『
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
」

熊 本県立大学文学部紀要

に
拠
る
）
。
後
述
す
る
が
、
文
章
語
の
「
た
」
は
存
外
、
実
質

（

a）
却

的
な
意
味
の
薄
い
使
わ
れ
方
が
多
い
。

私
は
視
線
を
走
ら
せ
た
。
（
梅
）

148(7) 

21 

日
々
険
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
自
分
で
も
わ
か
っ

た
。
（
梅
）

22 

給
仕
女
は
出
て
行
っ
た
。
（
梅
）

私
は
老
人
の
顔
を
盗
み
見
て
い
た
。
（
梅
）

老
人
は
眼
を
ぎ
ら
ぎ
ら
と
光
ら
せ
た
。
（
梅
）

23 24 26 

室
は
狭
く
て
暗
か
っ
た
。
（
梅
）

負
っ
た
傷
は
大
き
か
っ
た
。
払
っ
た
代
償
も
ま
た
大

き
か
っ
た
。
（
筑
）

27 

そ
し
て
、
そ
れ
（
注
、
人
間
関
係
）
が
残
っ
て
い
る

（

C
）
却

所
ほ
ど
、
そ
の
後
の
立
ち
上
が
り
が
早
か
っ
た
。

（筑）

28 

が
、
（
大
地
震
直
後
の
）
日
本
と
い
う
「
シ
ス
テ
ム
」

は
ひ
ど
か
っ
た
。
（
筑
）

29 

箱
根
、
伊
豆
な
ど
都
外
で
一
泊
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ

た
。
（
筑
）

社
長
と
い
う
の
は
四
十
位
の
痩
せ
た
眼
の
す
る
ど
い

男
で
あ
っ
た
。
（
梅
）

31 

こ
の
帳
簿
は
、
税
務
署
が
調
べ
に
来
た
時
提
示
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
（
梅
）

32 

私
が
彼
に
仮
託
し
た
欲
望
の
像
で
あ
っ
た
。
（
梅
）

33 

心
を
こ
め
て
そ
う
言
っ
た
つ
も
り
だ
っ
た
。
（
筑
）

私
は
ふ
と
、
思
っ
て
み
た
り
す
る
の
で
あ
っ
た
。
（
梅
）

34 

ら
な
い
時
と
、
ど
う
で
も
よ
い
時
と
の
こ
つ
の
場
合
が
あ
る
」

吉
田
金
彦
（
一
九
七
二
は
、
「
『
た
』
を
用
い
な
け
れ
ば
な

（
m頁
）
と
し
た
上
で
、
「
小
説
の
情
景
の
展
開
や
印
象
描
写
に

『
た
』
止
め
文
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
『
た
』
は
発
現
の
『
た
』

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
た
』
止
め
文
も
、
「
た
』
を
省
略
し
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動
調
述
語
文
・
形
容
調
述
語
文
・
名
詞
述
語
文
の
区
別
な
く
用

て
現
在
形
で
い
う
こ
と
は
で
き
る
」
（
加
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

先
の
実
例
中
で
、
そ
れ
に
該
当
す
る
の
は
次
で
あ
る

（「た」

を
省
い
た
現
在
形
の
形
も
併
せ
て
掲
げ
る
）
。

加
↓
私
は
視
線
を
走
ら
せ
る
。

幻
↓
日
々
険
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
自
分
で
も
わ
か
る
。

お
↓
室
は
狭
く
て
暗
い
。

お
↓
負
っ
た
傷
は
大
き
い
。
払
っ
た
代
償
も
ま
た
大
き
い
。

幻
↓
そ
れ
が
残
っ
て
い
る
所
ほ
ど
、
そ
の
後
の
立
ち
上
が

り
が
早
い
。

初
↓
社
長
と
い
う
の
は
四
十
位
の
痩
せ
た
眼
の
す
る
ど
い

男
で
あ
る
。

出
↓
こ
の
帳
簿
は
、
税
務
署
が
調
べ
に
来
た
時
提
示
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

犯
↓
私
が
彼
に
仮
託
し
た
欲
望
の
像
で
あ
る
。

お
↓
心
を
こ
め
て
そ
う
言
っ
た
つ
も
り
だ
。

M
A
↓
私
は
ふ
と
、
思
っ
て
み
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

」
の
よ
う
な
「
情
景
の
展
開
や
印
象
描
写
」
の
「
た
」
は
、

い
ら
れ
る
が
、

私
見
に
よ
れ
ば
名
詞
述
語
文
に
特
に
多
い

名

調
述
語
文
が
「
だ
」
「
で
あ
る
」
を
伴
う
判
断
文
の
形
式
に
あ

る
こ
と
に
関
係
し
ょ
う
か
）
。
意
味
的
に
は
過
去
の
事
態
を
回

想
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
前
掲
の
ム
l
ド
の
「
た
」
に

近
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
嘗
て
、
山
田
孝
雄
（
一
九
三
六
）
は

「
（
「
た
」
の
）
意
義
は
汎
く
し
て
決
定
の
外
回
想
を
あ
ら
は
す
も

の
と
し
て
も
用
ゐ
ら
る
」
（
制
頁
）
と
述
べ
、
「
た
」
が
「
回
想

を
あ
ら
は
す
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

吉
田
（
前
掲
）
は
「
「
た
』
止
め
文
は
表
現
が
明
断
で
、
こ

れ
の
多
い
作
品
は
歯
切
れ
よ
く
簡
潔
で
よ
み
や
す
い
。
し
た
が
っ

て
「
た
」
止
め
の
多
い
小
説
は
、
あ
ま
り
個
人
の
主
観
や
主
張

を
出
さ
ず
、
客
観
的
に
事
件
を
描
写
し
て
い
る
も
の
に
向
い
て

い
る
」
（
卯
頁
）
と
も
述
べ
て
お
り
、
「
た
」
の
叙
述
が
回
想
的

に
な
る
こ
と
に
は
「
客
観
的
に
事
件
を
描
写
し
て
い
る
」
こ
と

も
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
工
藤
真
由
美
（
一
九
九

五
）
に
よ
れ
ば
、
「
テ
ン
ス
的
意
味
は
、
客
観
的
で
は
あ
り
得

ず
、
常
に
、
発
話
主
体
の
心
的
態
度
と
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
」

（
問
頁
）

の
で
あ
る
が
、
過
去
の
事
態
を
回
想
的
に
表
現
す
る
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ム
ー
ド
的
な
「
た
」
が
客
観
的
な
事
件
の
描
写
に
向
い
て
い
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
「
た
」
が
事
態
変
化

第14巻

と
い
う
客
観
性
に
関
わ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
る

（ム

l
ド
的
な
「
た
」
と
事
態
変
化
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
次

節
に
述
べ
る
）
。

熊 本県立大学文学部紀要

し
か
も
、
そ
れ
ら
の
文
は
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
要
素
を

稀
薄
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
明
確
に
テ
ン
ス
・

ア
ス
ペ
ク
ト
の
要
素
を
持
ち
得
る
「
た
」
は
、
文
脈
上
、
「
た
」

の
省
略
に
よ
り
元
の
文
意
が
損
な
わ
れ
る
。

そ
の
点
で
言
え
ば
、
例
文
辺
は
、
給
仕
女
が
出
て
行
っ
て
、

発
話
時
に
は
そ
の
場
に
い
な
い
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、

「た」

の
存
在
が
必
要
で
あ
る
。
お
－

M
は
、
過
去
の
事
態
を

述
べ
た
も
の
で
、
発
話
時
に
「
盗
み
見
て
い
る
」
事
態
、
「
眼

を
ぎ
ら
ぎ
ら
と
光
ら
せ
る
」
事
態
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
「
た
」
を
必
要
と
す
る
。
お
も
、
過
去
の
事
態
で
あ
り
、

現
在
も
な
お
「
ひ
ど
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
却
は
、
現

146(9) 

在
で
も
「
都
外
で
一
泊
と
い
う
こ
と
が
多
い
」
と
い
う
文
意
で

は
な
い
。
従
っ
て
、

い
ず
れ
に
も
次
の
よ
う
な
言
い
換
え
は
効

、ゐ

t
、‘
3

4
U
φ
μ
e
i
v
 

n
i
v
給
仕
女
は
出
て
行
く
。

お
↓
私
は
老
人
の
顔
を
盗
み
見
て
い
る
。

M
↓
老
人
は
眼
を
ぎ
ら
ぎ
ら
と
光
ら
せ
る
。

加
↓
が
、
日
本
と
い
う
「
シ
ス
テ
ム
」
は
ひ
ど
い
。

却
↓
箱
根
、
伊
豆
な
ど
都
外
で
一
泊
と
い
う
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
テ
ン
ス
、

ア
ス
ペ
ク
ト
の
ど
ち

ら
の
範
曙
に
あ
る
の
か
、
即
ち
、
過
去
、
完
了
の
ど
ち
ら
の
意

味
に
あ
る
の
か
は
、
裁
然
と
区
別
し
得
な
い
部
分
も
あ
る
か
と

思
わ
れ
る
。
即
ち
、
例
文

m
－

mの
形
容
調
述
語
文
の
「
た
」

は
、
過
去
の
事
態
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
例
文
n
l
M
の

よ
う
な
動
調
述
語
文
の
「
た
」
で
は
、
過
去
の
事
態
と
し
て
把

握
可
能
な
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
事
態
の
完
了
を
表
す
ア
ス

ベ
ク
ト
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
に
く
い
。

35 

竹
一
の
予
言
の
、

一
つ
は
当
た
り
、

一
つ
は
、
は
ず

れ
ま
し
た
。
惚
れ
ら
れ
る
と
い
う
、
名
誉
で
は
な
い

予
言
の
ほ
う
は
、
あ
た
り
ま
し
た
が
、
き
っ
と
偉
い

絵
画
き
に
な
る
と
い
う
、
祝
福
の
予
言
は
、
は
ず
れ
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幸
4

？しれ～。

（
太
宰
治
『
人
間
失
格
』
）

こ
れ
ら
の
「
た
」
も
、
現
在
形
の
表
現
で
代
用
す
る
こ
と
が

適
わ
ず
、
テ
ン
ス
か
ア
ス
ペ
ク
ト
か
を
マ
ー
ク
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
ど
ち
ら
で
あ
る
と
は
特
定
し
難
い
。
金
水

敏
（
二
0
0
0
）
は
「
時
制
性
と
ア
ス
ペ
ク
ト
性
の
切
り
分
け

英明：現代語助動調「たjの原理

の
難
し
さ
」
を
指
摘
し
て
い
る
（
M
i
町
頁
）
。

本
論
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
暖
味
さ
を
不
都
合
と
見
、
こ

の
よ
う
な
「
た
」
も
事
態
変
化
を
マ
ー
ク
し
て
い
る
と
考
え
る
。

例
文
部
に
つ
い
て
は

（
例
文
目
に
類
す
る
も
の
で
）
、
テ
ン
ス

の
立
場
で
考
え
る
と
す
れ
ば
、
予
言
が
「
は
ず
れ
る
（
は
ず
れ

ま
す
）
」
「
あ
た
る

（
あ
た
り
ま
す
こ
と
い
っ
た
事
態
は
過
去

の
も
の
で
、
発
話
時
に
於
い
て
は
別
の
事
態
で
あ
る
と
い
う
意

味
で
の
事
態
変
化
が
あ
る
、
と
解
す
る
。
ま
た
、
ア
ク
ペ
ク
ト

半藤

的
な
理
解
を
す
る
な
ら
ば
、
発
話
時
ま
で
の
「
は
ず
れ
な
い
」

事
態
が
「
は
ず
れ
る
」
事
態
へ
と
変
化
し
た
も
の
と
解
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
文
章
語
の
実
例
を
見
る
と
、
現
代
語
「
た
」

に
は
、
ム
l
ド
の
「
た
」
に
近
い
回
想
的
な
も
の
、
ま
た
、
テ

ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
区
別
を
暖
味
に
す
る
例
が
か
な
り
多
い
。

そ
も
そ
も
、
「
た
」
を
使
用
す
る
場
合
は
、
テ
ン
ス
の
「
た
」

か
、
ア
ス
ペ
ク
ト
の
「
た
」
か
の
区
別
が
明
確
な
も
の
は
当
然

に
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
厳
密
な
認
定
を
せ
ず
、
時
間
的
な

断
絶
（
H
現
在
に
至
る
過
去
の
時
間
と
現
在
以
降
の
時
間
と
を

分
か
つ
も
の
）
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
と
し
て
使
用
し
て
い
る

場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
山
口
明
穂
（
二
0
0
0
）
lま

「
『
た
」
が
文
末
で
過
去
の
意
味
に
偏
る
の
は
、
文
末
で
は
、
話

を
し
て
い
る
『
今
」
を
基
準
に
す
る
の
で
、
『
今
』
と
い
う
時

で
事
熊
γ
乞
確
認
す
れ
ば
、
そ
れ
は
過
去
の
こ
と
に
な
る
と
い
う
、

文
脈
か
ら
現
れ
る
意
味
で
あ
る
」
（
加
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
も
考
え
併
せ
る
と
、
現
代
語
「
た
」
を
テ

ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
論
理
だ
け
で
捉
え
る
こ
と
に
は
限
界
が

あ
る
と
も
言
い
得
る
。

四
－
ム
i
ド
の
「
た
」
の
扱
い

「
た
」
を
文
意
情
報
上
、
事
態
変
化
を
マ
ー
ク
す
る
も
の
と

把
握
す
る
こ
と
で
は
、
前
掲
1
1
4
の
よ
う
な
「
た
」
に
つ
い
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態
が
変
化
し
て
「
や
っ
て
し
ま
う
」
状
態
に
な
っ
た
こ
と
を
マ
l

て
も
、
説
明
が
適
う
。

1 

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
（
発
見
）

あ
す
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
目
だ
っ
た
。
（
想
起
）

早
く
行
っ
た
、
行
っ
た
。
（
命
令
）

や
っ
て
し
ま
っ
た
。
（
後
悔
、
ま
た
は
強
調
）

2 

第14巻
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例
文
1
の
「
た
」
は
、
発
話
時
以
前
に
は
「
な
い
」
事
態
で

あ
っ
た
も
の
が
「
あ
る
」
事
態
に
変
化
し
た
こ
と
を
マ
ー
ク
し

て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
は
、
発
話
時
以
前
に
は

「
ア
ル
バ
イ
ト
の
日
で
は
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が

「
ア
ル
バ
イ
ト
の
日
だ
」
と
認
識
が
改
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
「
た
」

が
担
う
。

3
で
は

（
平
叙
文
の
形
式
な
が
ら
実
質
的
に
は
命
令

文
で
あ
る
こ
と
で
特
殊
な
事
例
で
は
あ
る
が
て
そ
れ
ま
で
の

「
行
っ
て
い
な
い
」
事
態
を
変
化
さ
せ
て
「
行
く
」
事
態
を
実

現
し
た
い
と
い
う
認
識
の
も
と
に
付
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

（
「
後
悔
・
強
調
」

る。

4
は

の
意
味
に
つ
い
て
は

「
て
し
ま

う
」
の
形
式
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
）
、
「
た
」
そ
の

144 (11) 

も
の
の
問
題
と
し
て
は
「
や
っ
て

（
し
ま
っ
て
）

い
な
い
」
状

ク
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
但
し
、
本
論
の
立
場
で
は
、
例

文
4
は
「
や
っ
て
し
ま
う
」
と
現
在
形
で
は
表
現
で
き
な
い
た

め
、
ア
ス
ペ
ク
ト
の
表
現
で
あ
っ
て
、

ム
ー
ド
の
「
た
」
と
は

し
な
い
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
は
、
ム
ー
ド
の
「
た
」
の
類
（
前
節
で

の
回
想
的
な
「
た
」
の
例
を
も
含
む
）
が
現
在
形
の
表
現
形
式

と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

（
前
述
）
と
い
う
こ
と
で
は
、
そ
れ
ら
は

文
意
の
構
成
素
と
し
て
は
文
に
参
〆
加
し
て
お
ら
ず
、
事
態
変
化

の
在
り
方
も
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
「
た
」
に
於
い
て
指

摘
し
た
も
の
と
は
異
質
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
金
水
敏
（

0
0
0
）
は
、
「
A
が
B
で
あ
る
こ
と
」
を
示
す
「
静
的
述
語
」

に
「
た
」
を
用
い
る
こ
と
に
関
し
、
「
内
容
自
体
の
外
的
な
出

来
事
的
側
面
で
は
な
く
、
話
し
手
が
そ
の
内
容
に
関
す
る
情
報

に
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
接
し
た
か
と
い
う
点
に
深
く
関
わ
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
（
臼
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、

ム
ー
ド

の
「
た
」
の
類
は
、
そ
の
よ
う
に
発
話
の
態
度
に
関
わ
っ
て
い

る
前
節
で
述
べ
た
吉
田
に
よ
る
「
発
現
」
、
ま
た
、
山
田
に
よ
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る
「
回
想
」
の
「
た
」
に
つ
い
て
は
、
文
意
情
報
上
の
事
態
変

化
で
は
把
握
で
き
な
い
。
私
見
で
は
、
そ
れ
ら
は
文
全
体
の
表

出
そ
の
も
の
を
事
態
変
化
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
テ
ン
ス
・
ア

ス
ペ
ク
ト
に
よ
る
意
味
的
な
事
態
変
化
の
レ
ベ
ル
と
は
異
な
る

英明：現代語助動詞「たjの原理

と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
小
説
・
物
語
の
語
り
の
よ
う
に
、

発
話
時
に
過
去
の
事
態
と
し
て
（
回
想
的
に
）
表
現
す
る
「
た
」

に
於
い
て
は
、
事
態
変
化
と
は
主
に
叙
述
の
進
行
に
伴
っ
て
文

章
が
次
々
と
書
き
足
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
無
（
表
現
さ
れ
て

い
な
い
状
態
）

か
ら
有

（
表
現
さ
れ
た
状
態
）

に
展
開
さ
れ
る

こ
と
を
直
接
的
に
示
す
も
の
と
し
て
実
現
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

表
現
し
よ
う
と
す
べ
き
内
面
的
認
識
を
着
実
に
表
現
化
し
た
こ

と
を
確
認
す
る
標
識
で
も
あ
る
。
即
ち
、
そ
の
よ
う
な
「
た
」

半藤

の
役
割
は
、
そ
こ
で
文
と
し
て
の
叙
述
が
完
成
す
る
こ
と
を
担

う
〈
叙
述
の
完
成
と
し
て
の
「
た
」
〉
で
あ
る
。
次
は
、
夏
目

激
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
一
節
で
あ
る
。

36 

漸
く
の
思
い
で
笹
原
を
這
い
出
す
と
向
、
つ
に
大
き
な

池
が
あ
る
。
吾
輩
は
池
の
前
に
坐
っ
て
ど
う
し
た
ら

よ
か
ろ
う
と
考
え
て
み
た
。
別
に
こ
れ
と
い
う
分
別

も
出
な
い
。
暫
く
し
て
泣
い
た
ら
書
生
が
ま
た
迎
い

に
来
て
く
れ
る
か
と
考
え
つ
い
た
。
ニ
ヤ
l
、
ニ
ャ
l

と
試
み
に
や
っ
て
み
た
が
誰
も
来
な
い
。
そ
の
内
池

の
上
を
さ
ら
さ
ら
と
風
が
渡
っ
て
日
が
暮
れ
か
か
る
。

腹
が
非
常
に
減
っ
て
来
た
。
泣
き
た
く
て
も
声
が
出

な
い
。
仕
方
が
な
い
、
何
で
も
よ
い
か
ら
食
物
の
あ

る
所
ま
で
あ
る
こ
う
と
決
心
を
し
て
そ
ろ
り
そ
ろ
り

と
池
を
左
に
廻
り
始
め
た
。
ど
う
も
非
常
に
苦
し
い
。

こ
れ
ら
の
「
た
」
を
テ
ン
ス
、
ま
た
は
、

ア
ス
ペ
ク
ト
の
も

の
と
し
て
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
繰
り
返
す
よ
う

に
、
我
々
は
必
ず
し
も
「
た
」
が
過
去
な
の
か
完
了
な
の
か
を

一
つ
一
つ
確
認
し
、
確
信
し
な
が
ら
使
用
し
て
い
る
ば
か
り
で

は
な
い
。
従
っ
て
、
表
現
を
理
解
す
る
側
の
解
釈
も
、
必
ず
し

も
確
定
的
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
更
に
、
例
文
部
は
、
「
た
」

の
前
後
が
現
在
形
の
語
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
「
た
」
の
な

い
現
在
形
で
続
け
る
文
体
が
十
分
可
能
で
あ
り
、
「
発
現
」
も

し
く
は
「
回
想
」
の
「
た
」
と
も
解
さ
れ
る
。

次
例
は
『
人
間
失
格
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
同
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し
な
い
ゆ
え
に
、
過
去
形
が
、
過
去
と
い
う
〈
ダ
イ
ク
テ
イ
ツ

様
で
あ
る
。

37 

第
二
葉
の
写
真
の
顔
は
、
こ
れ
は
ま
た
、
び
っ
く
り

す
る
く
ら
い
ひ
ど
く
変
貌
し
て
い
た
。
学
生
の
姿
で

第14巻

あ
る
。
高
等
学
校
時
代
の
写
真
か
、
大
学
時
代
の
写

真
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
、

熊 本県立大学文学部紀要

お
そ
ろ
し
く
美
貌
の
学
生
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

も
ま
た
、
不
思
議
に
も
、
生
き
て
い
る
人
間
の
感
じ

は
し
な
か
っ
た
。
学
生
服
を
着
て
、
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
白
い
ハ
ン
ケ
チ
を
覗
か
せ
、

膝
椅
子
に
腰
か
け

て
足
を
組
み
、
そ
う
し
て
、
や
は
り
、
笑
っ
て
い
る
。

」
れ
ら
の
「
た
」
も
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
「
た
」
か
、

「
発
現
」
「
回
想
」
の
「
た
」
か
は
、
解
釈
次
第
で
あ
る
。
が
、

現
在
形
の
表
現
の
も
の
に
代
え
て
も
不
都
合
が
な
い
こ
と
で
は

後
者
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
た
」
を
、
工
藤
（
前

掲
）
は
「
い
わ
ば
〈
叙
事
詩
的
現
在
性
〉
」
と
い
う
扱
い
を
し

て
お
り
、
「
か
た
り
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
現
実
の
発
話
主
体
に

142(13) 

よ
る
発
話
行
為
の
場
へ
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
関
係
づ
け
が
存
在

ク
な
現
実
的
時
間
〉
を
表
さ
明
、
〈
非
現
実
的
時
間
H
叙
事
詩

的
時
間
〉
と
し
て
機
能
す
る
」
（
幻
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
意

味
的
な
時
間
の
概
念
か
ら
遠
い

「
非
現
実
的
時
間
」
を
表
す

「た」

の
役
割
は
、
語
り
に
於
け
る
叙
述
の
完
成
を
マ
ー
ク
す

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。
こ
の
よ
う
な
「
た
」
は
、
実
質
的
に
は
現
在
形
の
文
体
の

連
続
を
避
け
つ
つ
、
文
体
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
付
け
る
た
め
の
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

総
括
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
た
」

の
働
き
も
、
「
た
」
が

原
理
的
に
事
態
変
化
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
か
ら
導
か
れ
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
「
た
」
に
見
ら

れ
る
意
味
的
な
事
態
変
化
、
ま
た
、
前
掲
1
1
3
の
よ
う
に

「
発
見
・
想
起
・
命
令
」

の
用
法
と
さ
れ
る
ム

l
ド
の
「
た
」

も
、
「
た
」
に
於
け
る
原
理
的
な
事
態
変
化
の
働
き
を
文
意
情

報
的
に
、
或
い
は
、
意
味
的
に
実
現
し
た
も
の
と
見
る
。
ま
た
、

「
似
た
顔
立
ち
」
「
と
が
っ
た
塔
」
の
類
の
属
性
所
有
の
意
味
に

つ
い
て
は
、
現
状
と
し
て
「
似
た
（
似
て
い
る
）
」
「
と
が
っ
た

（
と
が
っ
て
い
る
こ
と
の
事
態
認
識
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、



(14)141 

過
去
の
事
態
を
不
問
、
ま
た
、
問
題
外
と
し
な
が
ら
、
そ
の
開

の
変
化
を
い
わ
ば
無
意
識
的
に
捉
え
て
「
た
」
を
用
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
「
壁
に
書
い
た
文
字
」
「
万
で
刺
し
た
跡
」
な
ど
も
、

現
状
と
過
去
の
事
態
と
の
変
化
を
無
意
識
的
に
表
現
し
た
も
の

英明：現代語助動詞「たJの原理

と
考
え
る
。

つ
ま
り
、
「
た
」
の
原
理
的
な
事
態
変
化
は
表
現

全
般
に
わ
た
り
広
範
囲
に
適
用
さ
れ
、
「
た
」
の
承
け
る
語
や

文
の
内
容
に
よ
っ
て
意
味
の
表
れ
方
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
場
面
の
表
現
に
用
い
る
か
に
よ
り
、
幅
広

い
表
現
を
構
成
し
得
る
「
た
」
の
原
理
は
、
「
場
面
に
依
存
す

｛日）

る
度
合
い
が
官
巴
い
日
本
語
の
特
質
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
も

言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

玉
、
結
び

半藤

現
代
語
助
動
詞
「
た
」
は
、
第
一
義
的
に
は
、
事
態
変
化
を

マ
ー
ク
す
る
と
捉
え
る
こ
と
が
有
効
で
あ
り
、
そ
の
内
容
と
し

て
は
、
①
文
章
情
報
上
の
理
解
に
関
わ
る
も
の
（
H
意
味
的
な

も事
の態
（変
H 化
叙を
述も
の た
フ巳 ルヲ

m<: す
芳二， 、ー，〆

震φ
をお
と 表
し出
てそ
案 の
すも
ての

が長
争Z
~る

②
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
い
ま
は
む
か
し
、
た
け
と
り
の
翁

と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り
。
」
（
竹
取
物
語
）
の
後
、
し
ば
ら
く
「
け

り
」
「
た
り
」
の
文
が
続
き
、
そ
の
後
に
「
妻
の
姫
に
あ
づ
け
て

ゃ
し
な
は
す
。
う
つ
く
し
き
こ
と
、
か
ぎ
り
な
し
。
い
と
を
さ

な
け
れ
ば
、
龍
に
入
れ
て
や
し
な
ふ
。
」
が
続
く
な
ど
の
例
か

ら
考
え
て
、
古
典
語
の
表
現
に
も
指
摘
し
得
る
可
能
性
が
あ
る
。

上
記
は
、
「
た
」
に
見
ら
れ
る
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
用

法
か
ら
ム
l
ド
の
類
の
用
法
に
至
る
ま
で
の
汎
用
性
を
、
総
じ

て
事
態
変
化
を
マ
ー
ク
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
求
め
る
べ
き
こ

と
を
述
べ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
提
案
を
し
た
も
の
で

も
あ
る
。
本
論
で
は
「
た
」
の
理
解
を
事
態
変
化
と
い
う
枠
組

み
に
求
め
、
こ
れ
を
最
上
位
の
認
識
と
す
る
こ
と
が
「
た
」
の

本
質
的
な
理
解
を
妨
げ
な
い
最
善
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
然
れ
ば
、
所
謂
「
タ
形
」
が
未
来
に
使
わ
れ
、

主
節
の
時
制
と
一
致
し
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
事
例
（
例
え
ば

「
明
日
、
彼
女
が
書
い
た
本
が
出
版
さ
れ
る
」
）
な
ど
、
こ
れ
ま

で
時
制
と
の
関
わ
り
で
論
じ
ら
れ
た
問
題
に
も
、
新
た
な
論
点

を
持
ち
込
む
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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注
1

工
藤
真
由
美
（
一
九
九
五
）
は
「
完
成
性
」
で
捉
え
る
（
辺
頁
）
。

2

例
え
ば
『
日
本
語
学
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典
』
（
朝
倉
書
店
）
捌
頁
、

「
ふ
し
ぎ
発
見
！
日
本
語
文
法
。
」
（
三
弥
井
書
店
）

m
I
m頁
の

指
摘
な
ど
。

3

『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』
捌
頁
の
指
摘
。
但
し
、
本
論
で
は
、

こ
の
よ
う
な
「
た
」
は
、
現
在
形
の
表
現
に
置
換
で
き
な
い
も
の

で
あ
り
、
ア
ス
ペ
ク
ト
の
範
臨
時
に
あ
る
と
見
る
（
後
述
）
。

4

田
中
章
夫
は
、
助
動
詞
「
た
」
の
意
味
を
「
大
き
く
く
く
る
も

の
は
、
や
は
り
、
以
前
の
表
現
で
あ
る
と
い
う
点
に
ほ
か
な
ら
な

い
」
（
学
燈
社
『
結
…
鵠
助
詞
助
動
詞
詳
説
』
、
旧
頁
）
と
す
る

が
、
ム
ー
ド
の
「
た
」
の
説
明
に
は
必
ず
し
も
適
当
で
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。

5

金
田
一
春
彦
（
一
九
七
六
）
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
と
の
関
わ
り
か

ら
「
状
態
動
詞
」
「
継
続
動
詞
」
「
瞬
間
動
詞
」
「
特
殊
動
詞
」
の

四
類
を
挙
げ
る
。

6

注
5
参
照

7

森
山
卓
郎
（
二
0
0
0
）
に
は
「
状
態
を
表
す
動
調
や
、
属
性

様
態
動
詞
は
、
基
本
的
に
そ
の
よ
う
な
ア
ス
ペ
ク
ト
の
区
別
（
筆

者
注
、
状
態
と
し
て
の
と
ら
え
方
と
動
き
と
し
て
の
と
ら
え
方
と

の
区
別
）
を
も
た
な
い
と
言
え
る
」
（
邸
頁
）
と
あ
る
。

8

所
謂
形
容
動
調
の
構
成
素
と
な
る
サ
マ
名
詞
（
「
静
か
」
「
健
康
」

な
ど
）
は
、
形
容
詞
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
扱
い
と
な
る
。

9
金
水
に
よ
れ
ば
「
発
話
時
か
ら
見
た
出
来
事
の
先
後
関
係
の
こ

と
」
。
金
水
敏
（
二
0
0
0
）
3
頁

山
工
藤
真
由
美
（
一
九
九
五
）
は
、
「
現
代
日
本
語
の
テ
ン
ス
は
、
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基
本
的
に
、
発
話
主
体
の
発
話
行
為
時
を
基
準
軸
と
す
る
ダ
イ
ク

テ
ィ
ッ
ク
な
、
〈
過
去
｜
非
過
去
〉
の
対
立
で
あ
る
」
（
却
頁
）
と

し
て
い
る
。

日
中
島
文
雄
（
一
九
八
七
）
脱
頁

参
考
文
献

井

上

優

（

二

0
0

ノ、～
五

水

敏
（
二
0
0
0
）

金
田
一
春
彦
（
一
九
七
六

工
藤
真
由
美
（
一
九
九
五
）

中
島

文
雄
（
一
九
八
七
）

森
山

卓
郎
（
二
0
0
0

山
口

明
穂
（
一
一
0
0
0
）

山
田

吉
田

孝
雄
（
一
九
三
六

金
彦
（
一
九
七
一

『
「
た
」
の
言
語
学
』

じ
書
房
一
）

『
日
本
語
の
文
法
2

時
・
否
定
と
取

り
立
て
」
・
第
1
章
（
岩
波
書
店
）

「
日
本
語
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト
」
（
む
ぎ

書一房）
『
ア
ス
ペ
ク
ト
・
テ
ン
ス
体
系
と
テ
ク

ス
ト
｜
現
代
日
本
語
の
時
間
の
表
現
」

（
ひ
つ
じ
書
一
房
）

「
日
本
語
の
構
造
l
l
英
語
と
の
比
較
』

（
岩
波
新
書
）

で
」
こ
か
ら
は
じ
ま
る
日
本
語
文
法
』

（
ひ
つ
じ
書
房
）

『
日
本
語
を
考
え
る
』
（
東
京
大
学
出
版

会）『
日
本
文
法
学
概
論
」
（
賓
文
館
）

『
現
代
語
助
動
詞
の
史
的
研
究
』
（
明
治

書
院
）

－第
3
章
（
ひ
っ


